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〔編集後記〕 〔八尾 隆史〕

最近，消化管の follicular lymphoma が増加し
ているが，一定の標準的治療法が確立しておら
ず，その長期経過についても不明な点が多い．ま
た，治療法選択のためには正しい診断が不可欠で
ある．そこで，消化管 follicular lymphoma の病
態と診断・治療の現状を明らかにするために本号
が企画された．
病理学的側面からは，follicular lymphoma に

は多様性があることや生検診断の注意点（特に濾
胞構造をとらない成分の評価），診断と悪性度評
価に染色体転座や BCL 2遺伝子再構成，種々の
染色体異常が有用であることなどが示された．
臨床的側面からは，十二指腸に好発するが空

腸・回腸にも高頻度に病変がみられるので全消化
管の検査の重要性が強調され，画像的には顆粒状
隆起以外にもMLP（multiple lymphomatous poly
posis）様隆起や SMT（submucosal tumor）様隆

起，さらには明らかな異常を認めないものまで多
彩な像を呈することが示された．
治療的側面からは， rituximab 単独投与や

CHOP（cyclophosphamide doxorubicin vincris
tine prednisolone）との併用の化学療法が一般的
であるが，その他の薬剤との併用する施設もあ
り，さらに限局性病変の場合の放射線治療の有用
性に関しても触れられている．また，無治療で経
過観察する watch and wait も含めた治療方針決
定には，病期と組織学的 Grade を考慮している
ことが多く，それらと予後との関連も示された．
以上のように，消化管 follicular lymphoma の

臨床病理学的特徴がかなり明らかにされ，治療法
選択の基礎も示され，明日からの臨床に有用な特
集号となっていると思われる．今後，症例をさら
に集積して追試するとともに，新たな分子生物学
的診断法や治療法の開発を期待したい．
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